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第
奮
口
定
磨
然
会
開
催

五
月
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
阿
智
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
三
階
ホ
ー
ル
に
て
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
湯
澤
飯
田
公
共
職
業
安

定
所
長
、
熊
谷
阿
智
村
長
、
小
池
平
谷
村

長
、
川
上
平
谷
村
議
会
議
長
、
高
坂
阿
智

村
議
会
議
長
は
じ
め
関
係
各
村
の
理
事

者
、
担
当
課
長
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
こ

臨
席
を
い
た
だ
き
、
会
員
百
八
十
名
の
う

ち
本
人
出
席
三
十
八
名
、
委
任
状
出
席
百

二
十

一
名
の
参
集
で
し
た
。

総
会
の
議
長
に
は
平
谷
対
．の
佐
々
木
二

三
夫
会
員
が
就
任
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議

案
等
に
つ
い
て
討
論
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。議
案
は
平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、

同
決
算
報
告
と
監
査
報
告
に
つ
い
て
事
務

局
長
か
ら

一
括
上
程
さ
れ
、
質
疑
を
経
て

拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
事

項
は
理
事
会
の
決
議
を
経
た
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
等
で

一
括
報
告
さ
れ
、
全
員

一
致
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
で
は
契
約
高
は
四
、
三
〇
三

万
円
で
、
前
年
度
比
九
三
　
七
％
と
発
足

以
来
初
め
て
前
年
度
を
下
回
る
結
果
に
、

就
業
延
日
数
で
は
人
、
六
〇
八
人
日
で
こ

ち
ら
も
前
年
度
比
九
九
　
四
％
と
前
年
度

を
下
回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
は

三
月
末
で

一
八
七
名
と
な
り
前
年
度
比
二

名
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
安
全
就
業
に

は
特
に
心
が
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

二
十
七
年
度
は
傷
害
三
件
、
損
害
二
件
の

事
故
が
生
じ
、
発
足
以
来
初
め
て
と
な
る

会
員
の
入
院
事
例
が
発
生
し
ま
し
た
。

「安
全
は
全
で
に
優
先
す
る
」
と
い
う
就

業
の
鉄
則
を
会
員
全
体
で
共
有
し
事
故
防

止
に
努
め
ま
し
よ
う
。

セ
ン
タ
ー
が
公
益
法
人
化
し
て
か
ら
五

年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の
実

績
と
反
省
を
踏
ま
え
、
今
後
会
員
　
役
職

員
が
共
通
の
認
識
の
下
に
適
正
な
事
業
推

進
の
指
針
と
す
る
た
め
の

「中
期
五
カ
年

計
画
」
を
初
め
て
策
定
し
た
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
阿
智
村
交
番
の
田
中
正

美
所
長
に
よ
る

「高
齢
者
の
た
め
の
交
通

安
全
」
の

講
演
を
聞

き
ま
し
た
。

冒
頭
、
架

空
請
求
や

オ
レ
オ
レ

詐
欺
な
ど

特
殊
詐
欺

に
注
意
す

る
お
話
と
、

自
動
車
の

運
転
や
歩

行
者
と
し
て
高
齢
者
が
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
い
た

だ
き
、
皆
さ
ん
熱
心
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

会員数

会員数 (28331)

伍和 24   智里東 16

地区別会員   上中関 9

事業実績 (発注先区分別)

区 分 受託件数 就業人員 契約金額 (千円)

公共事業 2′ 079

企業等 4377

家庭 1′411

独自事業 3 112

計 7′ 979

職群別就業実績

区 分 延日人員 契約金額 (千円) 割合

技術群 09%

技能群 2′ 972 フ4%

事務・管理群 04%

一般作業群 27′ 153 681%

サービス群 2.663 232%

計 39′ 896 1000%

派遣事業実績

派遣会員数 就業延日数 賃金総額 (千円).契約金額 (千円)

2.522
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理
事
長

原
　

英

行

業
　
決
算
報
告
、
役
員
の
選
任
、

十
七
年
度
補
正
予
算
　
平
成
二
十

事
業
計
画
　
予
算
の
議
案
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

「
　
，
０００

し
た
。
経
年
に
伴
う
体
力
の
低
下
を
認
識

し
て
、
安
全
就
労
に
よ
り

一
層
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
四
月
に
は
初

め
て
の

「第

一
次
中
期
五
カ
年
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
副
題
に
も
あ
る
よ
う
に

″地
域
の
担
い
手
と
し
て
信
頼
さ
れ
る
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て
多
原

点
に
立
ち
返
っ
た
活
動
を
、
会
員
　
役
職

員

一
致
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
を
切
望
い

た
し
ま
す
。

県
逍
合
会
え
時
鑢
会
開
催

公
益
社
団
法
人
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
平
成
二
十
八
年
度
定

時
総
会
は
、
六
月
三
日
長
野
市
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
に
先
だ
ち
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
に
顕

著
な
貢
献
が
あ
っ
た
四
名
の
表
彰
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

更
埴
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

関
□
幸
男
理
事
長
が
議
長
に
就
任
し
、
定

款
の

一
部
改
正
、
平
成

二
十
七
年
度
事

役
員
の
改
選
で
は
、
中
島
忠
徳
会
長
、

小
林
勝
人
理
事
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
酒

井
　
承民
不
長
（長
野
）、
大
丼
　
伯

一
理
事

（佐
久
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま
し
た
。
総

会
後
、
退
任
さ
れ
た
中
島
会
長
に
は
酒
井

新
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

5月4月

平成25年度

平成26年度

平成27年度

6.000

3′000

9月   10月   11月   12月

平
成
二

八
年
度
承
認

4′ 302 12′ 639

2′ 830  2,005

2′ 12412′ 662145,947‐  1 10 ‐

J′
7302.45143′0321望J

3.161 13′ 992

4.42014′ 612

※H27年度は派遣を含む。
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肥
後
観
光
農
曰

肥

後

　

進

座
禅
草
や
福
寿
草
の
群
生
地
が
あ
る
阿

智
村
伍
和
で
、
桃
　
り
ん
こ

梨
　
さ
く

ら
ん
ぼ
　
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
　
柿
な
ど
の
果

樹
を
中
心
に
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
て

い
ま
す
。

家
族
経
営
で
す
の
で
忙
し
い
と
き
は
外

部
の
方
に
お
手
伝
い
を
お
願
い
し
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
へ
も
七
年
ほ
ど

前
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
さ
ん
に
は
、

梨
　
り
ん
こ
の
受
粉
作
業
、
高
所
作
業
車

に
よ
る
新
ワ
イ
化
の
誘
引
作
業
、
桃
の
摘

菌
、
桃
　
梨
　
り
ん
こ
の
摘
果
作
業
、
梨

の
南
水
　
洋
ナ
シ
の
袋
掛
け
、
ブ
ル
ー
ベ

り
―
の
収

穫
な
ど
多

種
多
様
な

作
業
を
お

願
い
し
て

い
ま
す
。

毎
年
慣

れ
た
方
が

来
て
頂
け

る
の
で
、

作
業
内
容

を
理
解
し

発
注
者
の
ご
紹
介

自
員
の
広
場

派
遣
会
員

て
お
り
、
能
率
よ
く
作
業
を
し
て
い
た
だ

き
助
か

っ
て
い
ま
す
。
果
樹
農
家
も
高
齢

化
で
人
手
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
引
続
き
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

各
果
物
の
収
穫
と
出
荷
は
、
さ
く
ら
ん

ぼ
は
六
月
中
旬
か
ら
、
り
ん
こ
は
人
月
中

旬
の

「
つ
が
る
」
か
ら

「サ
ン
ふ
じ
」
、

な
し
は
八
月
下
旬
の

「幸
水
」
か
ら

「南

水
」
で
す
。
各
種
果
物
を
宅
配
便
で
全
国

へ
発
送
し
て
い
ま
す
の
で
こ
利
用
く
だ
さ

い
。【編
集
部
注
】

肥
後
観
光

農
園
で
は
、

り
ん
こ
の
木

の
オ
ー
ナ
ー

も
募
集
し
て

お
り
、
現
在

ト
ヨ
タ
車
体

様
か
ら
五
十

組
と
愛
知
方

面
の
百
組
の

方
が
オ
ー
ナ

ー
に
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
り
ん
こ
は
全
品
種

葉
を
取
ら
な
い
完
熟
り
ん
こ
で
す
。
り
ん

こ
狩
り
は
い
つ
で
も
出
来
る
と
の
こ
と
で

す
の
で
、
南
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
な
が
ら
の

り
ん
こ
狩
り
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
世
話
に

な
っ
て
早
や
五
年
に
な
り
ま
す
。

五
十
九
歳
の
時
会
社
が
閉
鎖
と
な
り
、

そ
の
後
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
時
に

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
一
年
目

は
ス
キ
ー
場
、
草
刈
り
等
の
仕
事
を
行

い
、
二
年
目
に
な
っ
て
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の

愛
知
県
方
面
へ
の
配
達
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
エ
場
内
の

商
品
の
置
き
場
所
、
ト
ラ
ッ
ク
ヘ
の
積
み

込
み
方
法
、
十

一
ヵ
所
程
あ
る
配
送
先
を

覚
え
る
こ
と
、
納
品
　
返
品
伝
票
の
処
理

等
や
る
こ
と
が
多
く
、　
一
二

一年
は
汗
ダ

ク
で
回
っ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
度
か
ら
派
遣
会
員
と
し
て
働
い
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
店
の
方
々
に
も
覚
え

て
い
た
だ
き
声
を
掛
け
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ま
た
お
客
様
か
ら
も

「根
羽
の
方

行

っ
て
き
た
よ
」
と
か
話
し
か
け
て
も
ら

い
楽
し
く
回
っ
て
き
ま
す
。

会
社
勤
め
の
頃
は
、
家
と
工
場
の
往
復

だ
け
で
村
の
人
達
と
の
関
わ
り
は
少
な

く
、
ど
こ
の
人
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
は
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
で
い
ろ
い
ろ

の
人
と
関
わ
り
あ
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
多
勢
の
人
と
関
わ
っ
て
仕
事
が
出
来
れ

ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
の
四
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
高
齢
者

の
病
院

へ
の
送
迎
や
、
草
刈
り
作
業
を
主

に
や
っ
て
い
ま
し
た
。
以
前
仕
事
の
関
係

で
県
内
外
を
飛
び
回
っ
て
お
り
、
ま
た
家

の
農
作
業
な
ど
で
シ
ル
バ
ー
の
仕
事
が
出

来
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
三
月

に
、
事
務
局
か
ら
化
成
工
業
の
配
送
の
仕

事
を
や
っ
て
貰
え
な
い
か
と
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。
勤
務
日
数
や
仕
事
の
内
容
も
不

安
で
し
た
が
、
会
社

へ
訪
間
し
て
内
容
を

聞
い
た
と
こ
ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
で
の
材
料
の

運
搬
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
用
し
て
の

作
業
と
い
う
こ
と
で
、
経
験
も
あ
り
出
来

そ
う
な
の
で
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
は
動
か
せ
た
が
免
許

が
無
か

っ
た
の
で
取
る
よ
う
に
言
わ
れ
取

得
し
ま
し
た
。
現
在
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で

一
日
平
均
四
時
間
の
勤
務
で
大
変
で
す

が
、楽
し
く
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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円
０

日

冒

縫

口

冒

８

驚
帯

△

覇

季

由

圏

選

第

一
次
中
期
ニ
カ
年
十
画
の
概
要

１
　
計
画
策
定
の
主
旨

下
伊
那
西
部
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

二
十
年
十
一月
発
足
し
、
二
十
三
年
四
月
公
益

法
人
に
移
行
し
て
五
年
を
経
過
し
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
基
盤
が
確
立
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
確
保
、
発
注
先
の
確

保
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
今
後
の
事
業
を
運

営
す
る
に
あ
た
り
改
善
す
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
△フ
ま
で
の
実
績
と
反
省
を
踏
ま

え
、
会
員
　
役
職
員
が
共
通
認
識
の
下
で
今

後
の
シ
ル
バ
ー
事
業

の
健
全
な
運
営
を
す

る
た
め
の
指
針
で
あ

る
「中
期
計
画
」を
初

め
て
策
定
し
ま
し
た
。

２
　
計
画
の
期
間

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
十
二
年
度

の
五
年
間

３
　
計
画
の
目
標
数
値

①
会
員
数

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
加
入
率
は
全
国
平
均

に
比
べ
非
常
に
高
い
の
で
、
今
後
の
事
業
量
や

高
齢
者
の
将
来
人
口
を
推
計
し
、毎
年
１
％
の

純
増
を
確
保
し
て
目
標
年
次
の
平
成
二
十
二

年
度
に
は
、△ム
員
数
三
百
名
を
目
指
し
ま
す
。

②
受
注
件
数
　
契
約
金
額
　
配
分
金

発
足
以
来
、
契
約
額
は
順
調
に
増
加
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
七
年
度
は
初
め
て
契

約
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
今
後
の
経
済
状

況
も
不
透
明
な
状
況
な
た
め
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
毎
年
３
％
の
増
を
見
込
み
、
目
標
年
次
の
平

成
二
十
二
年
度
に
は
受
注
件
数
千
百
二
十

件
、
配
分
金
四
千
六
百
二
十
万
円
、
契
約
金
額

は
派
遣
を
含
め
五
千
百
七
十
万
円
を
目
標
と

し
ま
す
。

③
就
業
率

就
業
率
は
、
各
年
度
１
０
０
％
を
目
指
し
ま

す
。
４
　
基
本
国
標

①
会
員
の
増
強
と
資
質
の
向
上

②
就
業
開
拓
の
推
進

③
安
全
就
業
の
推
進

０
適
正
就
業
（法
令
順
守
）の
推
進

③
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

③
組
織
体
制
の
充
実

⑦
健
全
な
財
政
運
営

③
事
務
局
体
制
の
充
実

平
成
二
十
八
年
度
は
シ
ル
バ
ー
事
業
が

法
制
化
さ
れ
て
三
十
年
の
節
目
の
年
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
例
年
実
施

し
て
い
ま
す
十
月
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
に
お
い

て
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
事
業
関
係
者
が
連

携
し
て
集
中
的
に
社
会
貢
献
　
周
知
広
報

の
行
事
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。実
施
内
容
に
つ
い
て
は
、
全
国
い
っ
せ

い
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施
、
シ
ル
バ

ー
フ
ェ
ア
　
経
験
交
流
会
等
の
開
催
、
役

職
員
や
会
員
に
よ
る
周
知
普
及
活
動
等
の

実
施
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
十
月
十
五

日
①
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
実
施
時
期
に
な
り
ま
し

た
ら
詳
細
を
周
知
し
ま
す
の
で
、
多
く
の

会
員
の
皆
様
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た

根
羽
村
保
育

所
で
は
毎
年
六

月
、
保
護
者
に

環
境
美
化
の
作

業
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
保
護

者
が
減
り
、
以

前
の
よ
う
に
作

業
が
出
来

な
い
状
況

で
し
た
。

そ
ん
な
時

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン

タ
ー
の
方

か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
お
話
を

い
た
だ
き
、

二
年
前
か
ら

一
緒
に
作
業
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

今
年
は
六
月
十

一
日
ω
晴
れ
の
暑
い
日

と
な
り
ま
し
た
が
、
十
八
名
も
の
大
勢
の

皆
さ
ん
が
こ
参
加
く
だ
さ
り
ま
し
た
。
園

庭
の
草
取
り
や
草
刈
り
を
し
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
園
庭
の
端
ま

で
す
っ
き
り
気
持
ち
良
く
な
り
ま
し
た
。

翌
月
曜
日
、
登
園
し
て
き
た
子
ど
も
達

は
綺

麗
に
な

っ
た
園
庭
を
見
て
び

っ
く

リ
ー

「何
で
，
」

「庭
違
っ
て
い
る
―
」

と
歓
声
を
あ
げ
大
喜
び
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

綺
麗
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
話
す

と
、
み
ん
な
張
り
切
っ
て
お
礼
の
手
紙
を

描
い
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
方
々
に
愛
情
を
か
け
て
い
た
だ

き
み
ん
な
と
て
も
幸
せ
だ
な
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

驚ヾ
一
Ｖ
ッ
‐‐‐

単位:人、件、千円目標値

区分 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 平成32年

会員数 198 1    200

受注件数 1′000 1,030 1,0601 1.090  1,120

配分金 4′ 100 42.300 43.600 1 44.900   46′ 200

契約額 45,900 47′ 300 48,700 1  50′ 200   51,700

務脈=くさとクリとあ′りがとう∞
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第17号 下伊那西部シルバー便リ 平成28年 8月 5日

昴麹けな ヒヤリ磁 れ離 ●0露 聾
安全就業全国統―スローガン(H26年から28年度)

平成28年度県連合会

「安全 。適正就業対策推進の重点目標」

《目標》 “危険ゼロ"
1 安全ミーティングの完全実施
2 安全装備使用の徹底
3 健康診断受診及び健康体操の奨励
4 交通事故防止

平成27年度の事故件数は5件 (物損事故2件、傷害事故3件)発生しています。今一度初心に帰り安全な自己管理
と確実な安全就業に努めましょう。

平成27年度 事故概要

7月の安全 適正就業推進月間に合わせ、根羽事務所管内の安全 適正就業パ トロールを行ないまし
た。現場は根羽村榊の国道 153号道路上のツツジ植栽地内と、根羽村森沢の旧マレットゴルフ場の草刈り
で、作業員はそれぞれ 2名、3名でした。
点検した結果、ヘルメット 防塵メガネ 服装 足仕度等は良好でした。また、当日は暑い日でした
が、皆さん各種飲料水を用意し熱中症対予防に備えていました。

斜面のネット際の作業で肩掛けベル トが邪魔になるとのことで使用してない会員、作業を効率的にとの

ことで刈り払い機に安全カバー取り付けてない会員がいました。

パ トロール参加者からは、国道の現場ではバリケー ドとカラーコーンを設置していたが、飛石防止ネッ

卜等を設置したほうがよい。シルバーの看板を背負つての仕事なので、

意識を持つて仕事をするため桃太郎旗の設置を。自分の体力にあつた軽

量の刈り払い機の使用、草専用の替え刃や替え刃の用意、複数台の刈り

払い機を用意などプロ意識が高かつたなどの感想がありました。

肩掛けベル トの使用と安全カバーは、自分の身を守るための装置で

すので、作業効率より自已の安全を優先に使用してください。

就業前ミーティングで現場の危険箇所の確認、身支度の点検、機械器

具の点検、作業内容の打合せなどを行い安全就業に努めてください。

発生日 事故の型 就業内容 事故の状況 傷害・損傷
傷害・損害
の程度

H27710 物損 立木伐採 切つた木が畑へ倒れトウモロコシに被害 農作物
損害額
18.000円

H27710 物損 除草・草刈り 飛石が住宅のガラスサッシに当リガラスを破損 ガラス破損
修理代
13.986円

H27114 傷害自損 立木伐採
立木に掛かった木に切り込みを入れたところ突然木が倒れ

木の枝で背中を強打

腰椎圧迫

骨折
入院 41日
通院 2日

H271119 傷害自損 落葉収集作業
集めた落ち葉をトン袋へ入れ引きずつていたところ、袋が

傾いたので直そうとしたところバランスを崩し転倒

胸椎圧迫

骨折
入院 17日
通院 6日

H28120 傷害自損 自動車運転
トラックで材料運搬中 車から降りたとき道路が
凍結していて転倒

手首骨折
入院 4日
通院 15日
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一「筋兜裁』″鋤パ‐の会員―ヽこ」

現
在
、
約
百
九
十
名
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し
て
登
録
し
活

躍
し
て
い
ま
す
。

仕
事
を
通
じ
て
生
き
が
い
の
あ
る
健
康

な
生
活
を
送

り
た
い
方
、

長
年
培
っ
た

経
験
　
技
能

を
活
か
し
地

域
に
貢
献
し

た
い
方
等
、

セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

こ
希
望
の
方
は
、
阿
智
本
所
ま
た
は
根
羽

事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ａ
阿
智
四
三
上
〓
一四
四

根
羽
四
九
上
二
〇
八
）

研
修
・親
畦
構
行
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
で
は
、

研
修
と
親
睦
旅
行
を

会
員
互
助
会
と
共
催

で
左
記
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
。
追

っ
て

参
加
者
の
募
集
を
し

ま
す
の
で
、
多
く
の

会
員
の
参
加
を
お
願

―
視
察

い
し
ま
す
。

実
施
日
　
十
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

研
修
先
　
愛
知
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

（予
定
）

宿
泊
地
　
日
間
賀
島

）

櫻
井
　
菊
壽
　
阿
智
村
清
内
路

松
井
　
義
明
　
阿
智
村
駒
場

林
　
恵
美
子
　
阿
智
村
駒

櫻
丼
　
兵
司
　
阿
智
村
清
内
路

園
原
　
利
秋
　
阿
智
村
伍
和

片
桐
　
重
子
　
根
羽
村

上
甲
　
智
子
　
阿
智
村
駒
場

石
原
　
貞
臣
　
根
羽
村

塚
田
　
哲
夫
　
平
谷
村

伊
藤
　
壽
芳
　
阿
智
村
春
日

大
滝
　
幸
子
　
根
羽
村

田
中
　
悦
子
　
阿
智
村
智
里
西

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「就
業
報
告
書
」
は
、
受
注
こ
と
に

一

枚
の
用
紙
を
使
用
し
て
、
単
発
の
仕
事
は

終
了
後
三
日
以
内
に
、
継
続
の
仕
事
は
翌

月
三
日
ま
で
に
事
務
局
へ
提
出
し
て
下
さ

い
。
提
出
が
遅
れ
る
と
発
注
者
さ
ん
へ
の

請
求
が
遅
く
な
り
、
配
分
金
の
支
払
い
に

も
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
期
日
厳
守
で

お
願
い
し
ま
す
。

紀 |

最
近
の
株
価
の
下
落
に
伴
い
年
金
財
源

に
五
兆
円
も
の
損
失
が
出
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
我
わ
れ
の
年
金
は
今
後
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
水
分

塩
分
補
給
を
し
て
熱
中
症
対
策
に
留
意
さ

れ
安
全
就
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

七 七 七 六 四 四 四 四 四 四 四 四
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
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